
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

審議会等議事概要 
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日　時

令和７年６月26日（木曜日） 

※書面会議につき全委員の委員意見確認書の到達日をもって開催日とみなすこと

とした。

 
意見聴取

委員

小西勝人委員、中村光宏委員、鈴木生委員、奥田亜貴委員、坂上智之委員、 

國嶋隆雄委員、河田静夫委員、窪之内美知代委員、柴田美紀子委員

 

議　事

報告事項 

　議　事 

１　令和６年度地域包括支援センター事業報告 

２　令和６年度認知症初期集中支援チーム活動報告 

３　令和６年度地域ケア会議個別会議実施報告 

４　令和７年度地域包括支援センター事業計画 

５　令和７年度地域包括支援センター事業予算概要 

 

提出のあった意見確認書の意見事項に対し意見書集約一覧のとおり回答する。 
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令和７年度第１回滝川市地域包括支援センター運営協議会における意見書集約一覧

意見事項 回答

詳細にわたるデータ収集、分析、提示ありがとうござい
ます。今後ともよろしくお願いいたします。

滝川市町内会連合会連絡協議会の皆様には、日頃より見守り活動に
ご協力賜りありがとうございます。今後も、緩やかな見守りと異変に
気づいた場合のご連絡をよろしくお願い申し上げます。

意見・質問事項
【全体を通して】 P.１
１.介護予防係に理学療法士を新規に１名採用について 
 採用目的と配置先での任務を伺います。

２.介護予防支援事業・国保データ連係システムの導入
 について医療機関の受診や治療状況は重要な個人情
 報であるが、本人に確認することなく共有しても問
 題はないのか。

３.いきいき百歳体操・江部乙地区の冬期間の参加者の
 送迎について送迎実施へ向けた制度設計については
 、早急な実現を期待します。

【介護度】 P.４(２)
 令和５年度に比べ令和６年度の要支援１が284人減 
 となっている。減った内の大部分が要支援２に移行
 したとみるのが正解なのか、要支援１が減った要因
 及び全体でも減っている要因について伺います。 

【滝川市わんわんパトロールについて】 P.８(13)
１.８月４日の研修会参加者が12人と少なかった要因に
    ついて

２.登録にあたり、キーホルダーの携帯とともに、見守 
   りについてどのようなお願いをしているのか。

３.パトロール中に対応した事例件数とその内容につい
   て

 認知症があっても一人で暮らしていける地域であって
ほしいと思っています。そのために地域力はもちろんで
すが、地域包括支援センターの方々の様々な手助けやご
協力が欠かせません。今後も引き続き地域の高齢者を見
守っていってください。

【全体を通して】
１.介護予防係の理学療法士の採用については、現在勤務している 
   作業療法士が数年後に退職が見込まれることから、予防事業の継
   続性に配慮して採用しています。作業療法士の替わりに、理学療
   法士としたのは、在宅への介護者への対応について、理学療法士
  １名・作業療法士１名体制にすることで、より専門的な相談など
   への対応するためです。
２.国保データ連携システム（以下「KDB」という。）を用いた医療
 情報・介護  保険情報の利用は、法令に基づく保健事業や介護予
 防事業の範囲内であれば、原則として本人の同意は不要とされて 
 います。医療機関の受診や治療の状況などの個人情報は本人から
    の収集が原則ですので、KDBによる情報を取得する場合には利用
   者の同意を取得するなど法令に基づき運用を進めていきます。
３.いきいき百歳体操・江部乙地区の参加者送迎については、現在
    、参加者の移動手段の調査を実施しているところです。特に、
    農村環境改善センターは広域な範囲からの参加者が多く、30分以
    上徒歩の方や自家用車で通ってきている方が多く、今後、歩行能
    力の低下や免許の返納により通えなくなりフレイルなどに繋がる
    ことから、移動支援について今後検討いたします。 
【介護度】
  前年度に比べて要支援１の利用者数が減っている件につきまし 
 て、明確な理由は把握しておりませんが、介護認定者数において
 も要支援１は前年度と比べて減っており、このことが少なからず
 影響しているものと思われます。これまでもその年により数に変
 動があることから、今後も推移を見守っていきたいと考えており
 ます。
【滝川市わんわんパトロールについて】
1.この研修は、見守り安心ネットワーク登録事業所とわんわんパト 
  ロール登録者向けに企画し、対象者を限定した周知となってし
  まったため、参加者が少なくなってしまいました。一般市民にも
  広く周知し参加していただけばよかったと反省しております。
２.認知症の行方不明の方にみられる様子を「声かけポイント」と
   して説明し、様子が気になる方を見かけた場合は、警察か地域包
   括支援センターへご連絡いただくようお願いしております。併せ
   て、はいかい高齢者等SOSネットワークについても説明し、登録
   者に配付しているキーホルダーを身につけている方を見かけた時
   には、声かけと連絡をお願いしております。
3.現時点で、わんわんパトロール登録者が事例に対応したという事
   実は把握しておりませんが、登録者向けの通信という形で、認知
   症に関する情報提供や認知症事業の紹介を行い、普及啓発に努め
   ております。


